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三条市子ども・若者総合サポートシステム 

平成２４年度活動実績・平成２５年度活動計画 

【虐 待 防 止 部 会 
 

《平成２４年度活動実績》 

１ 虐待防止部会 対象者の把握状況と対応 

(1)ア．虐待管理件数（平成 25年３月末現在） 

   区分 虐待 

人数（人） 
151 

（再）特定妊婦６ 

他の区分と重複
している件数 

非行 

５ 

不登校 

３ 

障がい 

17 

若者 

－ 

       

イ． 子どもの虐待に関する相談状況（平成24年度累計） 

   ①相談件数（被相談者数）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

    種類別内訳の推移 
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H21 49 18 17 2

H22 45 35 28 1

H23 62 53 50 2

H24 86 44 62 2

ネグレクト 心理的 身体的 性的
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虐待疑い(人） － － 6 40

新規（人） 44 51 50 89

継続（人） 42 58 117 105

合計（人）

H21 H22 H23 H24

 

86        109         173        234 
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被虐待児の年齢別内訳（人）              被虐待児の男女別内訳（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な虐待者別（人） 

 

 

 

 

 

 

       

     

 

 

受付経路別 

 
家族 

親戚 

近隣 

知人 

保育所（園) 

・幼稚園 

福祉 

事務所 

小・中 

学校 

児童相

談所 
その他 計 

被相談者(人) 29 8 28 7 39 23 60 194 

割合（％） 15.0 4.1 14.4 3.6 20.1 11.9 30.9 100 

 

 

   ②一時保護人数 

 H21 H22 H23 H24 

延人数(人) 11 13 11 19 

実人数(人) 11 10 ９ 15 

 

 

   ※一時保護とは 

    児童虐待防止法では、児童虐待に係わる通告(児童福祉法第６条第１項)又は市町村等からの送 

致(児童福祉法第25条の７第１項第１号等)を受けた場合、子どもの安全の確認を行うための措 

置を講ずるとともに、必要に応じ一時保護(児童福祉法第33条第１項)を行うものとされ、その 

実施に当たっては速やかに行うものとされている(児童虐待防止法第８条)。 

小学生　94

中学生　25
高校生他　3

0～3歳未満　22

3歳～就学前
50 男 107

女 87

実母 136

実父 48

義父 6
義母 0

その他 4
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 (2)受理後の対応 

 



- 9 - 

 

２ 虐待防止部会 会議開催状況 

会議名 回 月 日 場 所 内 容 等 
参加 

機関数 

実務者会議 第１回 
H25年 

２月 15日 

三条市役所 

栄 庁 舎 

・ケース進行管理検討会議について（実績報告） 

・事例研究(事例発表・意見交換) 
18機関  

実務者会議 

＜ケース進行管理検討会議＞  

第１回 ６月５日 

三条市役所 

栄 庁 舎 
全ケースについての支援体制の確認 

８機関  

第２回 ９月 28日 ８機関  

第３回 12月19日 ８機関  

第４回 ３月５日 ８機関  

個別ケース検討会議 34回 
ケース関係者が参集し、情報共有、支援体制の構築、支援の役割分担

について検討を行った。 

 

３ 啓発活動 

 児童虐待防止を目的とした市民及び関係機関に向けた啓発活動を実施した。 

(1)11月の「児童虐待防止推進月間」を中心に、国や県からのポスター・チラシ・カードなどを活

用し市民に広報 

 (2)燕三条ＦＭで広報 

 (3)保育所（園）・学校の実務担当者に対して、児童虐待対応について周知 

 

４ 研修会・講演会 

題名 月 日 場 所 内 容 等 
参加 

人数 

虐待防止部会 

専門研修会 

 

【目的】虐待防止と虐待の早期発見・早期介入を目的とし、保育職員・学校職員の資質向

上を図る。 

第１回 

８月 20日

（月） 

三条市役所

栄庁舎 

講 義：虐待防止と虐待の早期発見・早期介入について 

講 師：中央児童相談所職員 

講義・事例検討(グループワーク)・情報交換 

対象者：小学校・中学校・児童クラブ職員で今まで虐待 

研修を受けたことのない方が優先。 

22人 

第２回 

８月 29日

（水） 

三条市

総合福祉

センター 

講 義：虐待防止と虐待の早期発見・早期介入について 

講 師：中央児童相談所職員 

講義・事例検討(グループワーク)・情報交換 

対象者：保育園・保育所・幼稚園・子ども発達相談室職

員で今まで虐待研修を受けたことのない方が

優先。 

 

42人 
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題名 月 日 場 所 内 容 等 
参加 

人数 

子どもの虐待 

防止講演会 

【目的】 子育て中は親の価値観で子どもを見てしまいがちだが、親の視点を変えること

で子どもの見方が変わってくる。肩の力を抜いて子育てが出来るようになること

で虐待防止を図る。 

11月10日

（土） 

総合福祉

センター 

演 題：『キラッと光る子育ち・親育ち』 

～ほめる言葉で HAPPYコミュニケーション～ 

講 師：東京家庭教育研究所 講師 前田 由美子氏 

対象者：市民 

子ども・若者総合サポート会議虐待防止部会関係機関職員  

25人 

その他関係事業 

  ○子育て講座：NP講座（Nobody’s Perfect～完璧な親なんていない～） 

   【目的】乳幼児を持つ保護者の育児不安等を軽減し、児童虐待の予防推進を図るとともに、保護

者同士の情報交換や仲間づくりを支援する。 

    全６コースを４回実施、参加者数 239人 

 

５ 成果・課題 

活動の成果 活動から見えてきた課題 

【実務者会議について】 

実務者会議の開催は１回であったが、実際に虐

待対応を行った保育所長からの事例発表を通して

各所属機関においても身近な問題として捉えても

らうことができ、活発な意見交換ができた。 

【専門研修会について】 

所属別（保育と学校）に分けて開催したことによ 

り、同じ視点で課題が共有できた。 

また具体的な事例を挙げての講義であったため、 

 すぐに役立つと好評であった。 

【虐待通告について】 

通告の周知が徹底されてきたためか、学校・保

育所からの通告件数が多くなり早期発見・早期対

応ができるようになった。 

【虐待防止講演会について】 

参加者は少なかったが、内容が分かりやすく子

育てに活かせる内容であった。子育てに悩んでい

たが建設的に考えられた等、好評であった。 

 

【専門研修会について】 

私立幼稚園からの参加がないため、どのように

参加を求めていくか対策を講じる必要がある。 

【虐待通告について】 

傷・痣を早期に発見しているにもかかわらず通

告が遅く、その日の内に対応できないケースがあ

った。施設内で発見後の対応体制のシステム作り

の推進と、課内の担当者が不在時には、誰でも通

告を受け付けることの周知徹底が必要。 

【虐待防止講演会について】 

講演会は他機関でも数多く開催されており、聞

いてほしい方ほど足を運ばない傾向にあり、チラ

シでの周知では集客が見込めない。虐待防止につ

いては対象者を幅広くした講演会はせず、対象者

を絞った形での NPプログラムなどで虐待防止に

努めたい。 

【ケース進行管理検討会議について】 

虐待ケースの重症度の判定を、その場の情報だ

けで判断するのは難しいとの意見があった。更に

年4回の会議において毎回100件を超すケースが

対象となるため、今年度は会議を 1日とする。 
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《平成 25年度活動計画》 

 １ 会議開催予定 

会議名 回 月 場 所 内 容 等 

実務者会議 
第１回 ７月 三条市役所 

栄庁舎 
ケース進行管理検討会議の実績報告・事例検討 

第２回 ２月 

実務者会議 

＜ケース進行管理検討会議＞  

第１回 ６月 24日 

三条市役所 

栄庁舎 
虐待ケースの状況の確認、援助方法等の確認・見直し  

第２回 ９月 27日 

第３回 12月24日 

第４回 ３月 20日 

個別ケース検討会議 随時 情報共有、支援体制の構築、支援の役割分担 

 

２ 啓発活動 

  児童虐待防止を目的とした市民及び関係機関に向けた啓発活動を実施する。 

(1)11月の「児童虐待防止推進月間」を中心に、国や県からのポスター・チラシ・カードなどを活

用し市民に広報 

  (2)燕三条ＦＭで広報 

  (3)保育所（園）・学校の実務担当者に対して、児童虐待対応について周知 

 

３ 研修会 

 

 その他関連事業 

○子育て講座：NP講座（Nobody’s Perfect～完璧な親なんていない～） 

全６コースを４回実施予定 

   ○乳児全戸訪問（こんにちは赤ちゃん）事業 

    生後４か月以内の乳児のいる全ての家庭を助産師、看護師等が訪問し、乳児家庭の孤立感を防 

ぎ、乳児の健全な育児環境の確保を図る。 

   ○健康推進員の家庭訪問による乳幼児健診等の案内配布 

    虐待予防及び早期発見と地域においての育児支援を目的として３か月児健診、10か月児健康 

相談会、１歳６か月児健診の案内を家庭訪問により配布。 

題名 月 日 場 所 内 容 等 
参加 

予定人数 

専門研修会 

【目的】 児童虐待の早期発見、対応からその後の支援、見守りについて事例検討、演

習を通して資質向上を図る。 

未定 
未 定 未定 未定 

未定 


